
令和５年度事業報告 

 

令和５年度の事業につきまして次のとおりご報告いたします。 

 

１ 広報に関する事業 

（１）会員事業所に対し、当協会からのお知らせや社会保険制度の改正内及び 

事務手続き等の情報を掲載した広報誌「社会保険かごしま」を奇数月に年 

６回発行しました。 

「社会保険かごしま」は、県内日本年金機構各年金事務所（以下「年金事 

務所」という。）及び全国健康保険協会鹿児島支部（以下「協会けんぽ」と 

いう。）の窓口にも備え置きました。 

併せて当協会のホームページに掲載し、広く社会保険制度の周知を図り 

ました。                      

（２）会員事業所に対し広報誌「協会だより」を４月に発行し、令和５年度事 

  業計画等を周知しました。併せて当協会のホームページに掲載し、一般の 

方に対しても情報を提供しました。          

（３）会員事業所の社会保険事務担当者が円滑に事務手続きを進めることがで 

  きるよう、５月に実務書「社会保険実務の手引き（鹿児島県版）」を作成し、 

会員事業所に配布しました。             

（４）毎月、年金事務所及び協会けんぽと連絡会議を開催し、協会事業の円滑 

な推進について協力・連携を図りました。 

 

２ 研修・相談事業 

（１）社会保険事務担当者を対象に、社会保険制度やその事務手続き等にいて 

理解を深め知識の向上を目指すことを目的に、社会保険労務士等を講師と 

して各地区で「事務研修会」を実施しました。        

・事務担当者研修会    ３１会場  参加者  907 名 

（２）新規の社会保険適用事業所を対象とした算定基礎説明会を年金事務所と 

開催するとともに、当協会の事業を説明し加入促進に努めました。 

・算定基礎研修会     ６会場    参加者 ２９３名 

（３）社会保険事務担当者を対象に、年金事務所、協会けんぽ及び社会保険委員 

会と合同で、年金事務所及び協会けんぽの職員を講師として「社会保険合 

同実務研修会」を実施しました。            

・社会保険合同実務研修会  ６会場  参加者  ５５９名 

（４）会員事業所の社会保険事務担当者を対象に、社会保険労務士を講師とし 

て社会保険制度の基礎（公的年金・健康保険・労働保険）についてテーマ毎 

に学ぶ「社会保険事務基礎講座」を開講しました。 

・社会保険事務基礎講座  １８回   参加者 延４８６名 



３ 福利厚生事業 

（１）健康づくり講習会 

生活習慣病予防・改善のため職場における健康づくり講習会を会員事  

  業所で実施しました。 

  ・開催回数         １回   参加者  １０２名 

（２）スポーツ大会 

健康の保持増進を図ることを目的に関係機関とも連携して各種スポーツ 

大会を実施しました。 

・バレーボール     ８チーム  参加者  ２００名 

・ソフトボール     ９チーム  参加者  ２３０名 

  ・ボウリング 

    加治木大会（2月：霧島市）    １５チーム 参加者  ４５名 

    鹿児島大会（2月：鹿児島市）   １２チーム 参加者  ３６名 

（３）脳ドック検診助成 

被保険者の疾病の早期発見・早期治療を支援するため検診費用の一部助 

成を行いました。（１人３，０００円助成：１事業所６名まで） 

・助成金申込者      ３３名（令和４年度 ３２名） 

（４）施設利用助成 

被保険者等の健康増進及び福利厚生を図ることを目的に利用料の一部助

成を行いました。 

・契約施設利用料の一部助成（1人 1泊：1,000円助成） 

  利用申込者       １０名（令和４年度 １６名） 

・いおワールドかごしま水族館入館料の一部助成 

  利用申込者   ６，９３９名（令和４年度 ５，６２８名） 

  ・ハウステンボス「１DAYパスポート引換券」の一部助成（新規事業） 

    利用者申込者     144 名 

 

４ 育成事業 

社会保険事業の円滑な推進に寄与している鹿児島県社会保険委員会連合会 

 の事業活動に協力しその活動を支援するとともに、年金委員及び健康保険委 

員の育成を図り被保険者並びに被扶養者への制度の普及と福利の増進に努め 

ました。 

 

５ 会議等の開催 

会の運営に関する会議を開催いたしました。 
・理事会、評議員会の開催   ・各種事業打合せ会等開催 

 


